記載上の注意事項
１．履歴書（様式１）

　（１）その他氏名には旧姓など通常使用する氏名以外がある場合に記載してください。
（２）学歴の欄には、高等学校卒業以降大学卒業、大学院修了まで記載してください。

　（３）学位の欄には取得年及び授与された大学名も記載してください。

　（４）学歴・職歴の欄には、所属研究室等を記載してください。

　（５）職歴には、外国出張等（研究や教育目的で１回あたり２週間以上の渡航滞在歴（移動日を除く。）が対象）も記入してください。
　（６）履歴書内に記載する年代は全て西暦で記載してください。

２．業績目録（様式２）

　次の区分、次の順序で過去から現在の順に発表年次を記載してください。

　（１）原著論文・総説・著書・特許・学会発表・その他に区分し、記載してください。

　（２）著者全員の氏名を当該論文に記載されている順に記載し、本人の部分にアンダーラインを付してください。
　（３）論文識別番号（DOI、PMID（PubMed ID）、WOS番号（Web of Science Accession Number））を1つ記載してください。
　（４）著者順位情報を以下の区分により（　）書きにて論文情報の末尾に記載してください。
　　　　FA：First Author　CA：Corresponding Author 　SA：Second Author
　LA：Last Author　その他：その他の著者順位　
CAとFA、SA及びLAを兼ねる場合は、（　）内に併記してください。例：（FA・CA）
　（５）引き続き二つ以上の論文が同一誌に掲載されている場合でも同誌、ｉｂｉｄなどとせずに誌名を記載してください。

　（６）投稿中の論文については、掲載受理の承諾書のあるものだけを記載し、承諾書のコピーを添付してください。

　（７）サイエンス　サイテーション　インデックス（ＳＣＩ）に採用されている原著論文には、右欄にインパクトファクター（2021年版、JCRから引用すること）を記載してください。

　（８）学会発表は、本人発表分に限り記載してください。
Web開催の場合は「開催地」にwebと記載してください。
①国内学会については、招待及び特別講演を記載してください。

②国際学会については、一般演題を含め、全ての発表分を記載してください。

　（９）その他
　　　①社会貢献等その他の特記事項を記載してください。
３．業績一覧（様式３）
　（１）各業績の総数及び内数を記載してください。h-indexにはScopus又はWeb of Scienceの数値を使用し、どちらを使用したかを【　】内に記載してください。

４．主要研究業績（学術論文等）の概要（様式４）

　（１）代表的な学術論文のうち、１０編以内について記載してください。

　（２）共著の場合は、本人の氏名を含め著者全員の氏名を当該学術論文等に記載された順に記載してください。
　（３）「概要」欄には、学術論文等の概要を２００字以内（日本語）で記載してください。
５．主要研究業績（学術論文等）
　（１）主要研究業績（学術論文等）概要（様式４）に記載した学術論文等を各１０部提出願います（Ａ４サイズのコピーが望ましい）。但し、著書は、表紙と分担部分のコピーでも差し支えありません。

　（２）未印刷の論文については、その原稿又はコピーに掲載受理の承諾書を添付してください。
　（３）業績目録（様式２）の番号を学術論文等の余白部分に記載の上、順番に並べて提出してください。なお，電子媒体で提出する場合は，ファイル名に番号を記載し提出してください。
６．科学研究費補助金など外部資金獲得実績（様式５）

　（１）科学研究費補助金、その他の助成金の獲得実績を代表者・分担者別に記載してください。

７．教育業績目録（様式６）

　（１）記載上の注意事項を参照のうえ記載してください。
８．学部及び大学院における教育に関する抱負（様式７）

　（１）１，０００字程度にまとめて記載してください。

９．学部及び大学院における研究に関する抱負（様式８）

　（１）１，０００字程度にまとめて記載してください。

10．推薦状（様式は問いません）

　　推薦状がある場合は同封してください。
　（１）推薦者あるいは問い合わせのできる方の氏名及び連絡先も記載してください。

11．その他　

　　様式については、薬学部ホームページ（http://www.ph.nagasaki-u.ac.jp/indexj.html）からダウンロード可能です。また、添付している様式自体を使用せず、同様の様式をワープロ等で作成したものを使用して差し支えありません。但し、大きさはＡ４版にしてください。

　　なお、様式中の各項目の幅は、記載内容の多少により適宜変更しても差し支えありません。
（様式１）

履　　　歴　　　書

（別紙「記載上の注意事項」を参照ください。）

	ふりがな
氏　　名
	
	生年月日
（西暦）
	　　　　 年　　 月 　　日

	ふりがな
その他氏名
	□旧姓　　　　
□戸籍上の氏名
□その他　　　
	年　齢
	歳
	性別
	男　・　女

	勤　務　先
	

	勤務先住所
	〒

電　話：　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＦＡＸ：　　　　　　　　　

Ｅ－ｍａｉｌ：

	現住所
	〒

電　話：　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯電話：（支障がなければ記載願います。）

ＦＡＸ：　　　　　　　　　

Ｅ－ｍａｉｌ：

	希望する
連絡先
	勤務先　（　）時間帯（　　　：　　　～　　　：　　　）※　希望する連絡先に○印を付し

現住所　（　）時間帯（　　　：　　　～　　　：　　　）　希望する時間帯がある場合は、

携帯電話（　）時間帯（　　　：　　　～　　　：　　　）　記載してください。

	学　　　位
（西暦）
	

	学　　　歴
（西暦）
	

	職　　　歴
（西暦）
	

	教　育　歴
（西暦）
	

	免許及び資格
（西暦）
	

	加入学会等

（会名、役職名等）
	

	賞　　　罰
（西暦）
	


（様式２）

業績目録
１．原著論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏　名）

	番　　号


	著者の氏名、題名、誌名、巻、初頁～終頁、年、論文識別番号、著者順位情報
（本人にアンダーラインを付すこと）
	ｲﾝﾊﾟｸﾄ

ﾌｧｸﾀｰ

	
	
	


（様式２）

業績目録
２．総　説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏　名）

	番　　号


	著者の氏名、題名、誌名、巻、初項～終頁、年、論文識別番号、著者順位情報
（本人にアンダーラインを付すこと）

	
	


（様式２）

業績目録
３．著　書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏　名）

	番　　号


	著者の氏名、題名、誌名、巻、初頁～終頁、年

（本人にアンダーラインを付すこと）

	
	


（様式２）

業績目録
４．特　許　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏　名）

	番　　号


	書き方の例に従って記載してください。
（本人にアンダーラインを付すこと）

	
	【書き方の例】

公開中の国内特許

「発明の名称」、発明者、公開番号

例：

「ＸＸＸＸＸＸＸ誘導体」、○○○○、△△△△、××××、特開2006－xxxxxxxx.

公開中の国際特許

“発明の名称”、発明者、公開番号

例：

“Preparation of xxxxxxxxxxx as a xxxxxxxxx agent”, ○○○○, △△△△,××××, WO 2005-xxxxxxxx.


（様式２）

業績目録
５．学会発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏　名）

	番　　号


	発表者名、演題名、学会名、開催地、年

（本人発表分に限り記すこと）

	
	


（様式２）

業績目録
６．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏　名）

	番　　号


	社会貢献等その他の特記事項

	
	


（様式３）

業績一覧
（氏　名）

（　　　）内には、「Ｆｉｒｓｔ　Ａｕｔｈｏｒ数」を内数で記載してください。

［　　　］内には、「Ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｉｎｇ　Ａｕｔｈｏｒ数」を内数で記載してください。
h-indexにはScopus又はWeb of Scienceのどちらの数値を使用したかを【　】内に記載してください。

●　　総　　　計

	
	和　　　文
	欧　　　文

	原　著　論　文
	（　　　）

［　　　］
	（　　　）

［　　　］

	総　　　　　説
	（　　　）

［　　　］
	（　　　）

［　　　］

	著　　　　　書
	
	

	特　　　　　許
	
	

	h-index
	
	　【 Scopus ・ Web of Science 】


●　２０１８年１月以降

	
	和　　　文
	欧　　　文

	原　著　論　文
	（　　　）

［　　　］
	（　　　）

［　　　］

	総　　　　　説
	（　　　）

［　　　］
	（　　　）

［　　　］

	著　　　　　書
	
	

	特　　　　　許
	
	


（様式４）

主要研究業績（学術論文等）の概要
（氏　名）

	業績目録番号

原著論文（著者の氏名、題名、誌名

　　　　　巻、初頁～終頁、年）

総　　説（著者の氏名、題名、誌名

　　　　　巻、初頁～終頁、年）

著　　書（著者の氏名、書名、頁、

　　　　　発行所、年）
特　　許（発明の名称、発明者、公開番号）
	概　　　　　　　要

	
	

	
	

	
	


（様式５－１）

科学研究費補助金など外部資金獲得実績（代表者）
（氏　名）

	①　審査制がある補助金、助成金（種類、課題名、獲得金額（直接経費）、獲得年度及び期間）

②　審査制がない補助金、助成金（種類、課題名、獲得金額（直接経費）、獲得年度及び期間）

③　受託研究　　　　　　　　　（種類、課題名、獲得金額（直接経費）、獲得年度及び期間）

④　共同研究　　　　　　　　　（種類、課題名、獲得金額（直接経費）、獲得年度及び期間）

	


（様式５－２）

科学研究費補助金など外部資金獲得実績（分担者）
（氏　名）

	①　審査制がある補助金、助成金（種類、課題名、獲得金額（直接経費）、獲得年度及び期間）

②　審査制がない補助金、助成金（種類、課題名、獲得金額（直接経費）、獲得年度及び期間）

③　受託研究　　　　　　　　　（種類、課題名、獲得金額（直接経費）、獲得年度及び期間）

④　共同研究　　　　　　　　　（種類、課題名、獲得金額（直接経費）、獲得年度及び期間）

	


（様式 ６）
教　育　業　績　目　録

（氏　名）
	事　　　　　　　　項
	年月日
	概　　　　　　　　要

	1. 教育方法の実践例
	
	

	2. 作成した教科書・教材
	
	

	3. 関連分野の教育に関するワークショップ等受講状況
 
	
	

	4. その他

	
	


教育業績目録記載上の注意事項
教　育　業　績（様式６)
①　「事項」の欄には、該当する担当予定講義科目（演習及び実習を含む）に関連する教育上の能力及び職務上の実績に関する事項を、過去から現在まで簡潔に記入すること。
②　「年月日」の欄には、当該事項に係る実施時期、発表時期、従事期間等を記入すること。
③　「概要」の欄には、当該事項に係る内容の概要のほか、当該活動における地位や役割、成果も記入すること。
④　「教育方法の実践例」について
・
学習を促進する取り組み、特色のある教育、PBL、e-learningの実践、等
⑤　「作成した教科書・教材」の例
・　講義、実務実習、研修指導等で使用する著書、教材等
⑥　「関連分野の教育に関するワークショップ等受講状況」
・　日本薬学会、薬学教育協議会、文部科学省等が主催するワークショップ等への参加
⑦　「その他」
・　大学教育に関する団体等における活動、教育実績に対する表彰等
※例にとらわれず、積極的に記入して下さい。
（様式７）

学部及び大学院における教育に関する抱負（１，０００字程度）

（氏　名）

	


（様式８）

学部及び大学院における研究に関する抱負（１，０００字程度）

（氏　名）

	


